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1. はじめに
このファイルは，日本オペレーションズ・リサー

チ学会 {春，秋 }季研究発表会で発表を希望され
る方がLATEX2ε[1, 2]を用いてアブストラクトを執
筆する際の原稿作成例です．このファイルとスタ
イルファイル (orsabs-utf8.sty)をお使いいただ
けば，余白等の設定をしていただかなくても，す
でに設定済みです．LATEX2εをご使用になる際は，
出来るだけこのファイルを利用して原稿を作成す
ることをお勧めいたします．原稿の構成について
は特に決まりはありませんので，自由な形式で原
稿作成していただいて結構です．ただし，アブス
トラクト集の作成上問題が発生する可能性があり
ますので，余白の変更は避けてください．各ペー
ジには，ヘッダを差し込む都合上，特に上マージ
ンの変更は厳禁です．

2. 発表者の方へ
日本オペレーションズ・リサーチ学会 {春，秋 }

季研究発表会に発表を希望される方は，以下の手
順に従ってアブストラクトの原稿を作成してくだ
さい．

3. アブストラクトの書き方
アブストラクト集はA4版で作成された著者の原

稿をそのままフォトコピーして，B5版にオフセッ
ト印刷します．形式が不備の場合は印刷ができな
い場合がございますので，アブストラクト作成の
際には以下の注意書きをお読みいただくよう，お
願いいたします．

• アブストラクト原稿は発表 1件につき 2ペー
ジです．用紙サイズをA4版として作成してく
ださい．各ページの余白は上下 30mm，左右
20mmとしてください．余白部分には統一し
たヘッダーとして書名，フッターとしてページ
番号が挿入されますので，必ず，空白のまま
にしておいてください．縮小印刷されますの
で，フォントサイズは（本文，図表とも）9pt．

以上でお願いします．アブストラクト集はモ
ノクロ印刷されます．

• 発表題目，発表者氏名・所属は規定の位置に
書いてください．
1. 発表題目は１枚目の最上段に本文より大
きめのフォントを使い書いてください．

2. １行空けてその下に，発表者の「会員種
別」，「所属」，「氏名」，「ローマ字読み」を
書いてください．会員種別には「会員」
または「会員申請中」と書き，非会員は
空白としてください．ローマ字読みは姓，
名の順，姓はすべて大文字，名は頭文字
だけ大文字，としてください．連名の場
合は同じ形式で全員の氏名を書き，登壇
者の姓の前に＊印を付けてください．

• 図・表・写真などは縮小されても識別できる
ように，また，モノクロ印刷しても識別でき
るように，投稿する前にあらかじめテスト印
刷して仕上がりを確かめてください．

注意 図表・写真が多い場合はファイルサイズが大
きくなり，途中で転送を拒否される場合もあ
りますので，あらかじめご確認ください．

3.1. TEXの余白設定
標準のスタイルファイル orsabs-utf8.sty で
は余白が設定されているため，パラメータを上書
きしない限りは設定を気にする必要はありません．
orsabs-utf8.styを原稿ソースファイルと同じデ
ィレクトリに置き，以下のように\usepackageコ
マンドで読み込んでください．
\documentclass[twoside,twocolumn,11pt]{

jarticle}

\usepackage[dvips]{graphicx}

\usepackage{latexsym}

\usepackage{orsabs-utf8}

標準のスタイルファイルを用いない場合は，以
下を参考に設定してください．例としてプリアン
ブルに以下；



%%% 上下 3cm, 左右 2cm の余白を定義 %%%

\paperwidth 597pt

\paperheight 845pt

\hoffset -14.0pt

\voffset 14.5pt

\oddsidemargin 0.0pt

\evensidemargin 0.0pt

\topmargin 0.0pt

\headheight 0.0pt

\headsep 0.0pt

\textheight 671.0pt

\textwidth 480.5pt

\marginparsep 0.0pt

\marginparwidth 0.0pt

\footskip 0.0pt

を記述し，これ以外で長さに関する設定を行わな
ければ， 上下 3cm，左右 2cm の余白が確保でき
ます．

3.2. Word の余白設定
原稿作成例 AbstractSample.docxではあらか

じめ余白が設定されているため，レイアウト等を
変更しない限りは設定を気にする必要はありませ
ん．原稿作成例を用いない場合は，以下のように
余白を設定してください（Word2010の場合）．

• [ページレイアウト]タブをクリックする．
• [余白] をクリックし，[ユーザ設定の余白
(A)...]を選択する

• ページ設定画面の余白タブが表示されるので,

以下のように上下左右の余白を設定する．
上 30 mm 下 30 mm

左 20 mm 右 20 mm

とじしろ 0 mm

• [OK] をクリックし，ページ設定ウィンドウ
を閉じる．

4. PDF の作成方法
作成したアブストラクトは，Adobe社の Acro-

bat 1などで PDF形式に変換したうえで投稿をお
ねがいします．
無償版のAcrobat Readerでは変換できません．

PDF形式に変換する際は，フォントをすべてイン
1Acrobat®, Reader®, Adobe®, Distiller®は，Adobe

システムズ社の商標登録です．

クルードするようにしてください．PDFの作成方
法は，TeX Wikiの当該ページ [3]などを参考にし
てください．
PDF形式に変換したファイルをAdobe社のAc-

robat Readerで印刷し，読めることを確認してく
ださい．フォントの文字化けが生じる可能性があ
りますので，できれば，環境の違うパソコンでも
仕上がりを確かめてください．
また，PDFに変換するとき余白が変更される場
合があります．Acrobat Distillerを用いる場合，用
紙サイズの初期設定がA4 サイズ (210× 297mm)

ではなくレターサイズ (215.9× 279.4mm) になっ
ています．最近のTEX環境およびDistillerを利用
した場合は，原稿サイズを自動認識して A4サイ
ズのPDFファイルを生成しますが，古い環境では
レターサイズの PDFファイルが生成されてしま
い，内容が上にずれた印象になります．
フォントがすべてインクルードされているか，原

稿サイズが適切であるかを確認するには，Acrobat
Readerで [ファイル] メニューからプロパティを
選択し，以下の点を確認してください．

• [フォント]タブで使用フォントがすべて「埋
め込みサブセット」になっていることを確認
する．

• [概要]タブでページサイズが 210×297mmに
なっていることを確認する（±0.2mm程度の
ずれはあります）．

5. おわりに
このファイルに関するご質問等がありましたら，

作成者までお問い合わせ下さい．
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